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回帰および級分けされたデータに対する密度平滑化に適用するo 第 2 に A を適応的に選定するための道具として尤度
に基づく交差確認得点を述べ， 1 例削除推定値に対する簡便計算法を提案する。赤池情報量基準 (AIC) に類似した
形の得点も導出する。簡便計算による得点を正確計算による得点、と比較し近似の性能を評価する o 第 3 に提案した得
点を標準手法の得点と比較する。様々な文献例データを検証する。シミュレーションを実行し， えの選択の様子や全
体的なあてはまりの良さを比較し諸因子の効果を評価する。













(OCV) および一般化交差確認法 (GCV) である。ただしこれらの手法では，非正規モデルに対しては異常に小さな
平滑化パラメータ値をしばしば与え， したがって推定回帰関数の変動が大きく，かっ結果としての推定関数の偏りも
大きいことが分かっていた。そこで本論文では尤度に基づく交差確認法 (LCV) を提案する。ただし， LCV を求め
るための数値計算量は標本数が少し大きくなると極めて膨大となり，多大の計算機パワーを必要とする。そこで，さ
らにその簡便計算法 (LCV 1) も提案する。簡便計算法は Newton-Raphson 法による 1 段階近似に似た形をして
いる o さらに赤池の情報量基準に似た形の簡便な交差確認法 (LCV 2) も考察した。
各種の文献データおよびシミュレーションデータによる OCV， GCV , LCV , LCVl, LCV2 の比較によれば，
LCVl は異常に小さな平滑化パラメータの場合以外には LCV への近似は良好であった。また簡便計算によるパラメー
タの選択では異常な値を選択することがほとんどなく，推定値の偏りも小さいことが分かった。これは特に 2 値ロジ
スティック回帰の場合に顕著であった。したがってLCV 1 , LCV 2 は実際の適用に際して有用な手法であると言え
る。
以上のように本論文はノンパラメトリック回帰分析の理論・方法論とその応用に寄与するものであり，博士(工学)
の学位論文として価値あるものと認める o
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